
土浦協奏曲

1

土浦協奏曲ツチウラ コンツェルト

都市計画マスタープラン演習４班

上杉 朋花 瀬戸 大晴 松井 陽仁
阿比留佑紀 小島慎太郎 原 宏樹

TA：櫻井隆之介

〜安心と賑わいの未来を共に奏でる〜



土浦の「今」と「未来」 3

人口減少
高齢化
歳入減少

医療介護
サービス
の不足

中心市街地
の衰退

稼ぐ力が
低い

・「顔が見える関係性」の希薄化

・ 都市としての活気の低下

・ サービス維持が困難に

このままいくと・・・

課題班より

・・・
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ひとと でまち 交わり、

安 心 と 賑 わ い を

感 じ ら れ る 都 市



将来都市像 5

賑わう

頼れる存在
がより増える

交わる

安 心

住み続けられる 地域全体が

盛り上がる

まちでの活動
がより多くなる



目標 6

地域全体が

盛り上がる住み続けられる

転出率

5 % 4 %
医療施設・診察体制の満足度

3.34 3.62

財政収支を赤字にしない

就業者数

2 % 増加
年間消費額

+10億円
休日の昼間人口

2.3万人 2.5万人

地域経済の活性化

財政の安定化

医療の均一化人の集積
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新道の駅「つちうら」

観光・交流拠点

防 災 拠 点



観光・交流拠点創出：新道の駅「つちうら」 8

背景

目的

目標 年間来場者数 80万人

防災拠点としての機能も備え、より安心して暮らせるまちへ

年間売上高 7億円

土浦スマートIC

道の駅
建設予定地

常磐道

地図データ：Google

 土浦に人を呼び込み、地域全体を盛り上げる

①

②

土浦スマートICが開業予定

土浦の新しい玄関口に

サイクリング拠点の整備不足

③

④

特産品の発信が不十分

周辺に避難場所が無い



観光・交流拠点創出：新道の駅「つちうら」 9

サイクリング拠点と魅力を伝える物産館・カフェ

推定 9.4 億円

敷地面積 6250㎡（うち建物面積は1590㎡）

・自転車（電動アシスト付き含む）の貸出

・観光情報の発信（霞ヶ浦やりんりんロードへの経路など）

土浦駅・霞ヶ浦方面、新治方面双方へアクセス可能な

新たな拠点として整備

・レンコン・そばなどの土浦特産品の販売

・ブランドとしての認知度拡大

12/18撮影
＠道の駅しょうなん（千葉県柏市）

推定 1.3~1.6 億円

れんこんを使用した焼酎
12/9撮影＠小町の館

土 浦 物 産 館

建設費用 営業利益

サイクリングステーション



観光・交流拠点創出：新道の駅「つちうら」 10

道の駅×防災 もっと安心して過ごせるまちへ

道の駅を避難場所として
利用可能に

・災害復旧支援車両の拠点

救援物資の供給場所

・手書き地図等の掲示による
被災箇所情報・道路復旧状況の発信

洪水浸水想定区域−国土数値情報をもとに作成
Esri, Intermap, NASA, NGA, USGS, GSI, Esri, TomTom, 

Garmin,Foursquare,GeoTechnologies, Inc, METI/NASA, USGS

■浸水想定（最大規模）
■浸水想定（計画規模）
●避難場所
■避難場所到達圏(2km圏内)

2km

建設予定地

避難場所空白地帯の解消

② 情報発信・支援活動拠点

建設予定地周辺で2km以内に

避難場所が無い地域が存在

として活用可能

①

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-A31a-2023.html
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中心市街地の賑わい

駅周辺駐車場の活用

ミニチュア土浦公園



中心街の賑わい創出：ミニチュア土浦公園 12

休日の昼間人口（14時で2.3万人）を2.5万人（+10%）に

公園不足の解消
昼間人口の増加・駐車場の集約化

霞ヶ浦噴水ニューウェイ滑り台

土浦駅ベンチ

荒川沖駅ベンチ

れんこんステップ

れんこんブランコ

神立駅ベンチ

常磐線ロード

土浦を連想させる遊具・設備の設置

遊びながら土浦について知る機会に

公園が少ない地域に整備

住民同士の交流のきっかけに

背景 公園不足と駅周辺の駐車場の点在

モール505駐車場 約4330㎡場所

流動人口メッシュ / 旧グラフ - RESAS 地域経済分析システム
2022年10月16日〜11月13日 遊具完成！！（丸太ステップ、平均台）、ベンチの設置 | 八沢の丘整備委員会

https://resas.go.jp/tourism-mesh/
https://ameblo.jp/yazawano-oka/entry-12775534624.html
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出 張 診 療 所

医 療 の 均 一 性

医療満足度向上



72.97 

37.12 

37.73 

50.80 

89.36 

0 20 40 60 80 100

全国平均

新治

北部

南部

中央

人口10万人当たりの診療所数

医療満足度 3.62 各地区の10万人当たりの診療所数 50以上

医療の均一性・満足度向上：出張診療所 14

目標

・市内の診療所の分布に偏り

・北部・新治地域の診療所数が少ない

・診療科が偏っている

・新治においてモデルケース
を作り、北部にも波及させる

容易にアクセスできない
医療サービスが存在

診療所

・様々な科の診察を
地域内で完結させる

背景

目的



医療の均一性・満足度向上：出張診療所 15

曜日 月 火 水 木 金

診療科
整形
外科

皮膚科 休診
整形
外科

眼科

出張診療所とは？ 新治地区

環境整備 土浦市

運営 医療法人 受診者数 年間3000人

初期費用 2000〜3000万円 維持費 2000〜3000万円

・1つの診療所に曜日ごとに
様々な診療科の先生が来てくれる

・日常の悩みを医者に相談しやすくなる

新治地域と他地域の医療均一性向上



曜日 月 火 水 木 金

診療科
整形
外科

皮膚科 休診
整形
外科

眼科

医療の均一性・満足度向上：出張診療所 16

さん・あぴお

新治地区出張診療所とは？

新治地域と他地域の医療均一性向上

・1つの診療所に曜日ごとに
様々な診療科の先生が来てくれる

・日常の悩みを医者に相談しやすくなる

環境整備 土浦市

運営 医療法人

初期費用 2000〜3000万円

受診者数 年間3000人

維持費 2000〜3000万円
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雇 用 創 出

観 光 客 の 誘 致

土 浦 オ ー プ ン ギ ア



・桜・土浦IC/つくば牛久IC

交通利便性

製造業者数が多くない

市全体として工場用地の不足

18雇用創出・観光客誘致：土浦オープンギア

新規雇用 1200 人 年間来場者数 2 万人

ジオグラフ 工業の発展と高速道路網
立地の良さに対して
従業者数が少ない

製造業従業者数と高速道路までの距離

大規模な雇用の創出

南部における新たな観光地としてお金を落としてもらう

地域における産業振興から地域経済の活性化を目指す

背景

目的

目標

https://www.geograph.teikokushoin.co.jp/map/1/09-07/%E8%8C%A8%E5%9F%8E%E7%9C%8C%E5%9C%9F%E6%B5%A6%E5%B8%82


19雇用創出・観光客誘致：土浦オープンギア 19

オープンファクトリー型での大工場を複数誘致

桜・土浦IC周辺地区土地区画整理予定地場 所

桜・土浦IC

20ha誘致企業 食品加工・精密機械・部品製造

費 用 40〜50 億円

・機械の稼働シーン・職人技術などを
間近で見学

・AR技術を活用し製造工程を
わかりやすく紹介

約12億5600万円

出荷額 600 億円

税 収

工場見学ツアー

企業のメリット

首都圏の工業地域よりも
安価な地価

直線距離で都心まで60km
成田空港まで40kmという立地



幼 老 統 合 施 設

施 設 最 適 化

世 代 間 交 流



施設最適化・世代間交流：幼老統合施設 21

機能集約による施設の稼働率の向上

最適化などによる行政負担の軽減

幅広い層の世代の交流を促進

●老朽化している公共施設が多数存在

老人福祉施設 築年数 純行政コスト

湖畔荘 43年 2630万9千円

つわぶき 32年 3456万3千円

保育所 築年数 入所児童割合

神立保育所 46年 55%

東崎保育所 21年 43%

古くなっている公共施設の再編・統合

背景

目的



施設最適化・世代間交流：幼老統合施設 22

入所児童者数 80人以上 施設の年間利用者数15000人

5億円（1800㎡×38万[1]+α）

施設の内容

目標

約1800㎡

900万削減

[1]建築着工統計調査

神立駅

神立保育所

湖畔荘

建設費用

延床面積

1階：老人福祉センター
2階：保育所 （受け入れ人数100人）

延床面積や費用などを30%減らす

高齢者が園児と遊び、交流する場に
することで世代間交流を促進する

削減費用を活用して機能回復・修繕により
目標使用年数の長寿命化の推進

Point

年間純行政コスト

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00600120&tstat=000001016965&cycle=7&tclass1=000001048388&tclass2val=0


市全体としての展望 23

土浦市の施設集約に対する判断

施設集約を順次行う

②生涯学習館（3464万円)と勤労青少年ホーム（2230万）
③青少年の家(2870万円）と
荒川沖東部地区学習等共用施設（445万円）でも行う

土浦市公共施設等再編・再配置計画出典：

②：1700万円 ③：994万円の削減

将来 年間純行政コスト 3500万円以上の削減

No. 施設名称 判定結果

1 生涯学習館 集約等が可能

2 四中地区公民館 集約等が不可

3 老人福祉センター「湖畔荘」 集約等が可能

4 療育支援センター 集約等が可能

5 つくし作業所 集約等が可能

https://www.city.tsuchiura.lg.jp/data/doc/1678320375_doc_223_0.pdf


施策実施後の土浦 24

転出者数を求める式

道 の 駅 の 数45 病 院 の 数

41 老人施設の数39 幼稚園の数

4 製造事業所数0.1 65歳以上人口

25072

30年後、土浦市の転出は・・・

7013 人 人4131
5 % %3

〜住み続けられるまちへ〜



まとめ 25

・施設最適化

・施設の長寿命化

・世代間交流

出張診療所

医療アクセスの補強

・賑わい創出

観光拠点 & 防災拠点

・駅周辺駐車場の活用

年間純行政コストー3500万円

休日の昼間人口2.5万人

年間売上額6.6億
年間来場者数77万人

新治の人口10万人当たりの

診療所数50

新道の駅つちうら

幼老統合施設

ミニチュア土浦公園

土浦オープンギア

・雇用創出

・地域活性化

・観光客の誘致

税収＋12億5600万円
新規雇用1200人

30年後の転出者率 %3



謝辞 26

土浦市ふれあいセンターながみね
野村さま、スタッフの皆様

小町の館
塚本さま、瀧澤さま、スタッフの皆様

エコス 新治SC店 スタッフの皆様

土浦観光ボランティアガイド協会
鈴木さま

天ぷら八起 笹目さま

まちかど蔵 大徳 スタッフの皆様

ヒアリングへのご協力誠にありがとうございました

土浦市地域包括センター 中根さま

土浦市高齢福祉課 高橋さま
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土浦協奏曲ツチウラ コンツェルト

都市計画マスタープラン演習４班

出張診療所

医療アクセスの補強

新治の人口10万人当たりの

診療所数50

・賑わい創出観光拠点 & 防災拠点

・駐車場の活用
休日の昼間人口2.5万人

年間売上額6.6億
年間来場者数77万人

新道の駅つちうら ミニチュア土浦公園

・施設最適化

・施設の長寿命化

・世代間交流
年間純行政コスト ー3500万

幼老統合施設 土浦オープンギア

・雇用創出

・観光客の誘致

税収＋12億5600万円
新規雇用1200人

人とまちで交わり
安心と賑わいを
感じられる都市
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